
目的
【ボーリング孔の配置と深度300mにおける地質断面】

深度300m研究アクセス坑道における
ボーリング調査① （10MI22，10MI23号孔）

目的

 主立坑断層の透水異方性の把握

 主立坑断層の変形・変質の規模や
特徴の把握
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 主立坑断層が地下水の水質に与

える影響の把握

 研究所用地内西側領域における

地質環境情報の取得

主立坑

換気立坑

10MI22号孔

号孔

地質環境情報の取得

100m

100m

下部割れ目低密度帯 上部割れ目帯 低角度割れ目の集中帯

規模の大きな断層帯 ボーリング孔

実施内容

 ボーリング孔掘削 ボーリング孔掘削ボーリング孔掘削

規模の大きな断層帯 ボーリング孔

 ボ リング孔掘削

・10MI22号孔（掘削長：143.6m)

・10MI23号孔（掘削長：109.7m）

 各種試験

・コア観察

ボ リング孔掘削ボ リング孔掘削

・・10MI2210MI22号孔（掘削長：号孔（掘削長：143.6m)143.6m)

・・10MI2310MI23号孔（掘削長：号孔（掘削長：109.7m109.7m））

 各種試験各種試験

・コア観察・コア観察・コア観察

・ボアホールテレビ観察

・孔内検層

・水理試験

・地下水採水

コア観察コア観察

・ボアホールテレビ観察・ボアホールテレビ観察

・孔内検層・孔内検層

・水理試験・水理試験

・地下水採水・地下水採水

 水圧モニタリング装置の設置 水圧モニタリング装置の設置水圧モニタリング装置の設置



深度300m研究アクセス坑道における
ボーリング調査② （10MI22，10MI23号孔）

コア観察結果（10MI22号孔）
 主立坑の壁面で確認されていた主立坑断層が，本ボーリング調査区間まで連続していることを

確認
 割れ目密度（1m毎の割れ目の本数）は主立坑断層近傍で最も高く，主立坑断層から離れるほど

低下することを確認
 花崗岩の変質は，主に割れ目密度の高い区間で認められ，その程度は主立坑断層から離れる

ほど弱くなることを確認
 主立坑断層近傍において 変質の範囲が割れ目沿いだけではなくコア全体に及ぶ区間を確認

主立坑断層およびその周辺岩盤の変形・変質の規模や特徴を概ね把握

 主立坑断層近傍において，変質の範囲が割れ目沿いだけではなくコア全体に及ぶ区間を確認

①

②

変
質
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①割れ目沿いが変質
したコア

②非変質のコア

④

変
質

10MI22号孔の地質状況③全体が変質したコア ④主立坑断層のコア

質



地下水採水結果（10MI23号孔）

深度300m研究アクセス坑道における
ボーリング調査③ （10MI22，10MI23号孔）

地下水中の主要成分のイオン当量
（meq/L）を水平軸にプロットし，各点
を結んでできた六角形の形状から，
水質を分類，把握するためのもの

主立坑断層北東側の水質は，断層や坑道からの距離に応じた変化は
10MI23号孔における採水区間毎の水質

認められない
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主立坑断層の直交方向は低透水性であることを確認
主立坑断層の透水異方性について現在解析中



研究坑道内における水圧モニタリング
深度300m研究アクセス坑道10MI23号孔

目的
 主立坑断層周辺の研究坑道掘削に伴う水圧分布の変化の把握

実施内容
 主立坑断層周辺での水圧モニタリング

 主立坑断層周辺の研究坑道掘削に伴う水圧分布の変化の把握

地質学的情報 水理学的情報

観測区間の概要

 地質学的情報（岩相・割れ目頻度等）および水理学的情報（透水性等）から
5区間の水圧モニタリング区間を設定
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研究坑道内における水圧モニタリング
深度300m研究アクセス坑道10MI23号孔

結果
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観測区間の地質・地質構造区分

観測区間 地質・地質構造区分観測区間 地質 地質構造区分

①
緑色変質帯

母岩の変質を伴う割れ目帯

②

母岩の変質を伴う割れ目帯③

水圧モニタリングの結果，主立坑沿いの間隙水圧は大きく以下に
区分されることを確認

④

⑤ 非変質帯

・グループ１：区間①，グループ２：区間②-④，グループ３：区間⑤

水圧観測区間の地質・水理学的情報に基づき，主立坑断層周辺の
水理地質構造区分を検討中
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